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公共交通に関わるまちづくりの状況 

 近年、まちや住民に合った鉄道やバス、タクシー等の公共交通ネットワークを整える自治体が

増えています。 

 これは、社会情勢の変化に起因していると考えられます。 

 少子高齢化は、公共交通のメインターゲットであった通勤、通学の需要を大幅に減少させてい

ます。また、高齢者の増加により、日常の通院や買物等の公共交通需要が増加しています。総体

的には、公共交通の需要が減少するなかで、きめ細かな対応が必要になっていると言えます。 

 一方で、バス等の自動運転の社会実装や、ＩＴ技術を活用したＭａａＳ（Mobility as a 

Service）による利便性の向上等が期待されています。 

 さらに、２０２４年４月には、公共交通の乗務員（運転士）の労働時間の規制が強化され、人員不

足により、全国でバスの減便・廃止が進められたことが社会課題となっています。 

 国土交通省では、令和２年１１月、地域公共交通の活性化及び再生に関する法律を改正し、公共

交通のマスタープランとなる地域公共交通計画の策定について、市区町村の努力義務としまし

た。 

 つまり、我が国では、民間の営利事業として運営されてきた公共交通事業ですが、社会経済情

勢の変化を踏まえて、地方自治体がマネジメントをしていくことが必要になっていると言えます。 

 株式会社アルメックでは、公共交通に関わるコンサルタント業務の経験を活かして、地域公共

交通計画（公共交通のマスタープラン）の策定支援と、その後の具体的なアクションに関する支

援をさせていただきます。 

  

株式会社アルメック 

公共交通 のしごと 
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アルメックのしごと 

 株式会社アルメックでは、計画策定から公共交通の事業計画、施設計画まで、幅広い業務を行

っています。 

 公共交通の全体像を捉えて、的確なコンサルティングと情報提供を行い、各部門の業務を遂行

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

地域公共交通計画 

【公共交通のマスタープラン】 

公共交通の事業計画・再編計画 

【ＢＲＴ・バス・乗合タクシー等のルート設定・事業化】 

グリーンスローモビリティ等の実証運行 

【社会実験、実証運行の計画、運営】 

新技術の活用・ＤＸの検討 

【自動運転、ＭａａＳ、スマートバス停等】 

ビッグデータを活用した移動実態の分析 

【地区間移動の分析、需要予測】 

シェアサイクル等の自転車の活用 

【シェアサイクルの分析、自転車走行空間の実験等】 

駅前広場等の施設計画 

【公共施設に関わる基本計画等】 

モビリティ・マネジメント 

【利用促進キャンペーン、ＭＭ施策等】 

公共交通マップ 

【分かりやすいマップ・パンフレットの作成等】 
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これまでの取り組み 

地域公共交通計画 

【公共交通のマスタープラン】 

公共交通に関わる計画は、平成１９年の地域公共交通総合連携計画から始まり、地域公共交

通網形成計画、地域公共交通計画へ改変されてきました。これらの計画について、多くの自治体

において、計画策定の支援をしてきました。 

 

公共交通のマスタープランの実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

公共交通のマスタープラン 実施計画（国の認定） 

地域公共交通総合連携計画（H19～H26） 

複数の公共交通を連携して対応するための沿線や 

地域全体の計画 

[茨城県] 牛久市 

地域公共交通網形成計画（H26～R2） 

日常生活圏を対象とした公共交通マスタープラン 

[東京都] 中央区・港区・江東区 

（東京ＢＲＴ沿線区） 

[茨城県] 牛久市 日立市 下妻市 鉾田市  

        かすみがうら市 つくばみらい市 

        坂東市 鹿嶋市 五霞町 

[埼玉県] 川島町 

[静岡県] 長泉町 

地域公共交通再編実施計画 

[茨城県] 日立市 

地域公共交通網計画（R2～） 

輸送資源の総動員による公共交通マスタープラン 

[東京都] 江戸川区 港区 中野区 青梅市 

[茨城県] 牛久市 下妻市 つくばみらい市 

        大洗町 城里町 

[埼玉県] 川島町 

地域公共交通利便増進実施計画 

[東京都] 江戸川区 

１ 
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公共交通の事業計画・再編計画 

【ＢＲＴ・バス・乗合タクシー等のルート設定・事業化】 

地域公共交通計画に即して、公共交通事業の具体化

を図ってきました。事業開始まで、伴走支援を行い、事

業後のモニタリングを行っています。 

 

業務の事例 

  東京ＢＲＴ 

事業計画に関わる検討項目 

①運行ルート・エリア 

②停留所の配置・位置 

③運賃・運賃収受方法 

④車両デザイン 

⑤需要予測・収支試算 

⑥導入スケジュール 

⑦情報提供・ＰＲ方法 

⑧関係機関調整支援 

⑨国庫補助に関する検討  

⑩事業後のモニタリング 等 

東京都品川区 東京都墨田区 茨城県下妻市 

茨城県鉾田市 茨城県大洗町（町内でのタクシー定額制度） 

静岡県長泉町 

（マイナンバーカードを活用したシステム） 

２ 

コミュニティバス 

デマンド型乗合タクシー タクシーの活用 
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グリーンスローモビリティ等の実証運行 

【社会実験、実証運行の計画、運営】 

誰もが気軽で快適に移動できる地域社会の実現に向けて、狭隘道路や小規模ニーズへの対応、

ラストワンマイルなど、既存の公共交通では解決できない課題に対応したグリーンスローモビリ

ティ等の新たな交通手段の実証運行が各地で実施されています。実証実験を実施するにあたり、

企画の立案、実施計画の検討、地域住民の勉強会やワークショップの運営支援、関係者調整の支

援、車両や必要な設備の調達、実験実施の支援、効果検証のためのモニタリングの実施、結果の

評価等を行います。 

 

業務の事例 

 

  
時速 20km 未満で公道を走ることができる電動車、車幅が小さいため狭隘道路に適応 

低速のため回送で幹線道路を走行するのを避けるために運行ルート上に車庫を設置 

 

 
「低速車両走行中」注意喚起看板の設置 

サイドがオープンになっており低床のため高齢者は

乗降しやすい／寒い時や雨天時はエンクロージャー

というホロを降ろす 

３ 

東京都青梅市でのグリーンスローモビリティ実証運行 
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新技術の活用・ＤＸの検討 

【自動運転、ＭａａＳ、スマートバス停等】 

 モビリティ（移動しやすさ）を向上させるための技術が進展しており、自動運転、アプリを活用

して交通手段・経路選択や運賃決済等を行いより便利な移動を実現するＭａａＳ（Mobility as 

a Service）、交通結節点における分かりやすい情報提供等が進められています。日々進化する

技術の実情を調査して交通マスタープランや駅周辺まちづくり等に位置付けるとともに、導入可

能性や効果検証等を支援します。 

 

業務の事例 

 

 

４ 

新技術・サービスを活用したまちづくりのイメージ 
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シェアサイクル等の自転車の活用 

【シェアサイクルの分析、自転車走行空間の実験等】 

シェアサイクルを含む自転車は、公共交通のラストワンマイルを補完するとともに、まちの回遊

性を向上する移動手段として有用であり、環境にやさしい点からも注目されています。アルメッ

クでは、シェアサイクルの利用実態調査・分析や、安全で快適な自転車交通のための自転車走行

空間の実験、整備効果の検証を行っています。 

 

業務の事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

５ 

シェアサイクルの利用実態調査・分析 

自転車走行空間の社会実験 
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駅前広場等の施設計画 

【公共施設に関わる基本計画等】 

交通結節点となる駅前広場やＢＲＴの専用道、駅のサイン計画など、公共交通に関わる施設の

基本計画等を行っています。 

 

業務の事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

マイカー送迎に対応した 

キス・アンド・ライド駐車スペースを

設置する工夫 

ＢＲＴの専用道の計画 

一般道の交差点、ＢＲＴ車両の 

すれ違いスペースの工夫 

６ 

つくば駅の駅前広場の基本設計 

かしてつＢＲＴの専用道路 

新宿駅のサイン計画 
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ビッグデータを活用した移動実態の分析 

【地域間移動の分析、需要予測】 

 交通関連のビッグデータはＧＰＳ付携帯電話やカーナビゲーションシステム、交通系ＩＣカードな

どによる人や車の移動履歴データであり、２４時間３６５日の移動を把握することができます。必

要な地域の最新の移動状況を把握することができるため、大量のデータの効率的な処理、ＧＩＳ

（地理情報システム）を使った視覚的わかりやすい分析結果の表示、需要予測への活用等を実施

しています。 

 

業務の事例 

 

 
ビッグデータを集計した区内の移動状況と公共交通ネットワークのイメージ 

 

 

 
ゾーン間移動量と公共交通ネットワークの重ね合わせることによる課題分析 

７ 

地域公共交通ネットワークの整備方針に向けた分析（江戸川区地域公共交通計画） 

コミュニティバス導入計画における分析（品川区地域公共交通基本方針） 
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モビリティ・マネジメント 

【利用促進キャンペーン、ＭＭ施策等】 

モビリティ・マネジメントとは、１人１人のモビリティ（移動）が、社会的にも個人的にも望ましい

方向（過度な自動車利用から公共交通等を適切に利用する等）に変化することを促す、コミュニ

ケーションを中心とした交通政策です。市民の公共交通への関心を高めるため、地域のイベント

において公共交通の情報提供を行う利用促進キャンペーンを企画・実施しています。 

 

業務の事例 

 
 

＜実施内容例＞ 

①コミュニティバス実車展示 

②デマンド型乗合タクシー登録会 

③パーソナルモビリティの体験乗車、アンケート 

④公共交通マップ、コミュニティバスペーパークラフト配布 

⑤地域内交通等の概要ポスター掲示 

 

  

８ 

地域イベントにおいて公共交通ブースを設置し利用促進キャンペーンを実施した事例 
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公共交通マップ 

【わかりやすいマップ・パンフレットの作成等】 

 交通事業者ごとに作成されている公共交通の路線図や時刻表だけでは、地域内の公共交通

の全体像や接続状況が分かりにくく、わかりやすい情報提供による公共交通の利用促進のため、

地域内を運行するすべての公共交通の情報をまとめた公共交通マップを作成しています。公共

交通の乗り方の案内等の情報も掲載し、モビリティ・マネジメントにもつなげています。 

 

業務の事例 

 

 

  

９ 

牛久市公共交通マップ作成・更新（Ａ２サイズ） 

コミュニティバス時刻表 

コミュニティバス 

路線図 

バスロケーション

システム案内 

バスのりば案内 

路線バス路線図 

路線バス時刻表 

デマンド型 

乗合タクシー案内 タクシー案内 福祉有償運送の案内 

鉄道時刻表 

バスの乗り方 
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最後に 

公共交通に関する計画、調査等を実施する際には、 

是非、株式会社アルメックへご連絡ください。 

 

 株式会社アルメック 
  

〒160-0022 東京都新宿区新宿５丁目５番３号 

TEL 03-3353-3203（代表） 

FAX 03-3353-2411 

E-mail hq@almec.co.jp 

 

 

   

   

「公共交通のしごと」 編集担当者 

 

内山 征（執行役員） 

公共交通の問題・課題を診断し、公共交

通のマスタープラン、事業計画等の業

務において具体的な提案をします。 

 

倉岡 明子 

公共交通政策検討、交通実証実験の実

施支援、交通需要推計、効果検証等に

携わっています。 

 

和田 早永 

公共交通の計画策定、利用促進、住民

意向把握、利用実態分析等に携わって

います。 

 

中島 隆汰 

計画策定に向けた住民・利用者の意向

や実態の調査分析、運行改善支援等に

携わっています。 


